
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録シートに画像を形成す 像形成手段と、前記画像形成手段に記録シートを給送す
る記録 給送手段と、前記画像形成手段からの記録シートを 排出する排
出部と、原稿シートを読み取るための画像読取手段と、原稿シートを載置する原稿シート
トレイと、前記原稿シートトレイ上の原稿シートを前記画像読取手段へ給送する原稿

給送手段を備えた画像形成装置において、
　前記原稿シートトレイは、原稿シートを載置可能な状態において、記録シートの前記排
出部からの排出経路と交差するように配置されるとともに、 記
録シートの通過を許容する開閉可能なカバーを有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　 像形成前の記録シートが載置される第１の記録シート載置手段 、画像形成後の記録
シートが載置される第２の記録シート載置手段 を有し、
　前記第１及び第２の記録シート載置手段の間に、前記画像形成手段及び前記画像読取手
段が配設されていることを特徴とする 画像形成装置。
【請求項３】
　前記原稿シートトレイは、前記原稿シートの給送方向に直交する方向の回動支軸を中心
とし 装置本体の前方に突出して原稿シートを載置可能な と、前記排出経路から退
避した との間で することを特徴とする請求項１又は２ 記載の画像形成装置。
【請求項４】
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　前記原稿シートトレイは、折り畳み可能であることを特徴とする請求項３ 記載の画像
形成装置。
【請求項５】
　前 バーは、前記画像読取手段を駆動する駆動手段により開き方向に動作可能であっ
て、このカバーの動作は、原稿読取時における前記駆動手段の回転方向と逆方向の回転に
よって行われることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記画像形成手段は 光体と、前記感光体に潜像を形成するための露光手段と、前記
潜像を現像して現像像とする現像手段と、前記現像像を記録シートに転写する転写手段と
、前記転写された現像像を記録シートに定着する定着手段を有することを特徴とする請求
項１乃至５のいずれか に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記第１の記録シート載置手段と前記画像形成手段との間における記録シートの給送経
路に、記録シートを分離するシート分離給送手段が配設され、前記画像形成手段のシート
搬送方向下流に記録シートガイドが配設されていることを特徴とする請求項２乃至６のい
ずれか に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記記録シートガイドに、記録シートを前記第２の記録シート載置手段に排出する排出
経路と 装置本体の前方へ排出する排出経路とを選択的に切換える切換手段が設けられて
いることを特徴とする請求項７に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記画像読取手段は、 給送手段によって給送される原稿シートの情報を
読み取るイメージセンサを有することを特徴とする請求項１乃至８のいずれか に記載
の画像形成装置。
【請求項１０】
　前記画像読取手段の下流に、読取後の原稿シートを載置する原稿載置手段が配設されて
いることを特徴とする請求項１乃至９のいずれか に記載の画像形成装置。
【請求項１１】
　前記画像読取手段 装置本体の上部に取り付けられ、画像形成のための操作部が前記画
像読取手段の上方に設けられていることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか に
記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ファクシミリ、複写機等における主としてシート搬送経路を改良した画像形成
装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来の画像形成装置の１例としてファクシミリ装置を例にとり、図７を参照して説明する
。
【０００３】
図７は、シート搬送装置Ｌをシートを排出する排出部である排紙部に使用した画像形成装
置としてのファクシミリ装置を例に採って説明するものである。
【０００４】
図７において、１０１は装置本体、１０２はカートリッジカバーであるとともに原稿Ｓを
複数枚積載することができるように構成された原稿載置台、１０３は原稿Ｓの画像情報を
読み取る画像読取部、１０４はレーザビームプリンタからなる記録装置本体、１０５は原
稿搬送部、１０６は原稿押圧部、１０７は密着型イメージセンサ、１０８は原稿排紙トレ
イ、１０９はレーザスキャナ、１１０は画像形成部（画像形成手段）、１１１は手差し給
紙部、１１２は上記シート搬送装置Ｌの排紙トレイ１５６を含むフェースダウン記録紙排
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紙トレイ、１１３はカセット部、１１４は記録紙搬送路切換えフラッパ、１１５はフェー
スダウンガイド、１１６は上原稿ガイド、１１７は下原稿ガイド、１２５は操作部、１２
６は表示部、１２７は搬送ガイド、１２８はリヤカバー、１２９は搬送ローラである。画
像読取部１０３は、先ず原稿載置台１０２上に積載された原稿（シート）Ｓを摩擦片１１
８と圧接する分離ローラ１１９で１枚ずつ分離して給送し、次いで、その分離された原稿
を押圧バネ１２０により押圧された給紙コロ１２１及び該給紙コロ１２１に圧接する給紙
ローラ１２２等で密着型イメージセンサ１０７に搬送し、その原稿を原稿押圧部１０６で
密着型イメージセンサ１０７に押圧して密着させ、原稿Ｓの画像情報を密着型イメージセ
ンサ１０７で読み取った後、原稿Ｓを押圧バネ１２０により押圧された排紙コロ１２３及
び該排紙コロ１２３に圧接する排紙ローラ１２４によって原稿排紙トレイ１０８に排出す
るようになっている。尚、この間、原稿Ｓは、上原稿ガイド１１６と下ガイド１１７によ
りガイドされる。
【０００５】
原稿載置台１０２には、原稿Ｓの搬送方向と直角方向（原稿Ｓの幅方向）にスライド可能
なスタイダ１０２ａが設けられている。そして、そのスタイダ１０２ａによって原稿載置
台１０２上に積載された原稿Ｓの両サイズを揃えることができるようになっている。また
、原稿Ｓが長尺原稿の場合、原稿トレイ１０２ｂによって原稿Ｓの後端部が原稿載置台１
０２からはみ出して垂れ下がるのを防止することができる。
【０００６】
記録装置本体１０４は、制御部から出力される画像信号に基づいてレーザスキャナ１０９
のレーザビーム発信器１０９ａから変調信号を射出し、この変調ビームをポリゴンミラー
１０９ｂによって画像形成部１１０の感光ドラム１１０ａに走査光として照射し、感光ド
ラム１１０ａ表面に画像情報を形成して、手差し給紙部１１１またはカセット部１１３か
ら画像形成部１１０に給送された記録紙（シート）Ｐに画像情報を転写して定着した後、
その記録紙Ｐを記録紙積載トレイ１１２に排紙するように構成されている。
【０００７】
感光ドラム１１０ａは、一次帯電器１１０ｂと現像剤ローラ１１０ｃとクリーニングブレ
ード（図示しない）とともに記録カートリッジ１１０ｅ内に一体に組み込まれていて、装
置本体１０１に対して着脱自在に構成されている。そして、感光ドラム１１０ａは、その
表面が一次帯電器１１０ｂにより均一に帯電され、その表面にポリゴンミラー１０９から
送られる走査光が折り返しミラー１０９ｃを介して照射されると、その表面に潜像が形成
され、その潜像が現像ローラ１１０ｃから供給されるトナーによって顕画化されるように
なっている。
【０００８】
画像形成部１１０の感光ドラム１１０ａ周辺部には、転写帯電器１１０ｆが配置されてい
る。また、感光ドラム１１０ａよりも下流側の記録紙搬送経路には、熱定着器１１０ｇ、
排紙ローラ対１１０ｈ及びフェースダウン用排紙ローラ対を成すシート搬送装置Ｌのゴム
ローラ１５２，ピンチコロ１５４が配置されている。
【０００９】
記録紙Ｐは、転写帯電器１１０ｆで感光ドラム１１０ａ表面に形成されたトナー像が転写
された後、搬送ガイド１２７に沿って搬送され、熱定着器１１０ｇでトナー像を定着され
て、その後、排紙ローラ対１１０ｈに送られる。
【００１０】
　 は、２つの記録紙Ｐの出力様式（いわゆる、フェースダウン排紙とフェースアッ
プ排紙）のうちいずれかを選択することができる。ここで、フェースダウン排紙とは、原
稿の印字面を下方にして、出力ページ順が揃うように排紙する様式をいう。また、フェー
スアップ排紙とは、印字面を上方にして、出力した内容を排紙中にも確認できるようにし
た様式をいう。その両方式の は、記録紙搬送路切換えフラッパ１１４を動かし、搬
送経路を えることにより行われる。
【００１１】
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図７は、フェースダウン排紙の状態を示している。フラッパ１１４で上方に向きを変えら
れた記録紙Ｐは、フェースダウンガイド１１５に沿ってガイドされ、フェースダウン用排
紙ローラ対を成すローラゴム１５２、ピンチコロ１５４によりフェースダウン記録紙排紙
トレイ１１２に排出させられる。
【００１２】
　 がフェースアップ排紙を選択する場合には、切換えレバー（図示しない）により
フラッパ１１４の向きを変え、原稿排紙トレイ１０８側に原稿を排出する。フェースアッ
プ排紙トレイと原稿排紙トレイを兼ねているトレイ１０８は、針金状のものであり、

が装置正面に立ったときでも、装置の前面に障害物があるというような感覚を緩和して
いる。
【００１３】
カセット部１１３は、装置本体１０１の底部に配設されている。カセットオケ１３１に積
載された記録紙Ｐは、リフタアーム（給送力付与手段）１３８により中板１３６が上方に
回動させられることによって分離ローラ１６０に圧接され、分離パッド１７３によって１
枚ずつ分離され（摩擦片分離方式）、分離ガイド１７５に沿って搬送され、さらに、搬送
ローラ１２９、リアカバー１２８に配置されたカバー側Ｕターンガイド１２８ａ及び装置
本体１０１側に配置された本体側Ｕターンガイド１２８ｂによって反転される。
【００１４】
さらに、給送中の記録紙Ｐは、レジストセンサ１２８ｃにより先端位置を検知され、感光
ドラム１１０ａに形成されたトナー像の先端と記録紙Ｐの先端が一致するように給紙と画
像出力のタイミングを合わされた後、転写帯電器１１０ｆと感光ドラム１１０ａとの間に
搬送される。画像は、カセット部１１３に積載された記録紙Ｐの下面側に記録される。
【００１５】
また、記録紙Ｐは、記録紙サイズに合わせて移動可能に装置された幅規制板１３３と後端
規制板１３４により側端面と後端面を規制され、斜行や不送りが発生しないようになって
いる。記録積載可能枚数は、約２５０枚であり、装置本体１０１に向かって前面方向に引
き出されるように構成されている（フロントローディング方式）。また、積載可能な記録
紙サイズは、Ａ４、レター、リーガルの３種類である。尚、図７においては、後端規制板
１３４がレターサイズの位置に設定されている。
【００１６】
手差し給紙部１１１は、リアカバー１２８の上部に設けられている。この手差し給紙部１
１１に挿入された記録紙Ｐは、搬送ローラ１２９とＵターンガイド１２８ｂに設けられた
コロ１２８ 1  とにより画像形成部１１０に送られる。
【００１７】
装置本体１０１は、カートリッジカバー１０２が開閉可能に設けられていて、該カートリ
ッジカバー１０２を開くことによって、記録カートリッジ１１０ｅを外に引き出して交換
できるようになっている。
【００１８】
また、この実施の形態に係るファクシミリ装置は、カートリッジカバー１０２にインター
ロック機構が備わっており、カートリッジカバー１０２が開いているか又は記録カートリ
ッジ１１０ｅが装置本体１０１にセットされていない場合、記録装置本体１０４が動作し
ないようになっている。
【００１９】
また、記録カートリッジ１１０ｅに設けたドラム感光防止シャッター（図示しない）は、
記録カートリッジ１１０ｅの装置本体１０１へのセットと連動するようになっており、カ
ートリッジカバー１０２を開き、記録カートリッジ１１０ｅを装置本体１０１にセットし
た時に開く一方、記録カートリッジ１１０ｅを装置本体１０１から取り出した時に閉じ、
感光ドラム１１０ａの不必要な感光ドラムを防止するようになっている。
【００２０】
また、記録中にジャムが発生した場合、カートリッジカバー１０２、リアカバー１２８、
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フェースダウンガイド１１５、カセット部１１３のいずれかを開けることによって、装置
本体１０１の内部に滞留している記録紙Ｐを取り出すことができるようになっている。
【００２１】
密着型イメージセンサ１０７は、光源としてのＬＥＤアレイから原稿Ｓの画像情報面に光
を照射し、画像情報面から反射された反射光をセルフォックスレンズ（商標）でセンサ素
子に結像して、画像情報を読み取るものである。
【００２２】
上記のように従来の画像形成装置における読取系はその装置寸法を小さく抑えるために、
記録系の手前側即ち図７における左側に配置するものが提案されている。
【００２３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら上記従来例では、読取部を通った原稿が装置から突出したトレイに積載する
ことになり、装置手前に空間が必要になってしまうという欠点があり、また、排紙原稿が
放置されたままであったりすると操作部に対して接近しにくいので、ユーザにとって使い
づらくなることがあった。
【００２４】
また、トレイをはずしてしまうと、装置の大きさはコンパクトになるものの、排出された
原稿の整列性が確保できず、順番がバラバラになってしまうということがある。
【００２５】
また、図７の装置は記録紙をフェースアップしたときにはトレイが原稿と記録紙の両方と
もを積載するため、両者が混在してしまうという場合もあった。
【００２６】
本発明は上記した従来技術の課題を解決するためになされたもので、装置や必要な空間を
大きくすることなく、使い勝手の良い画像形成装置を提供することを目的とする。
【００２７】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本出願に係る第１の発明は、記録シートに画像を形成す

像形成手段と、画像形成手段に記録シートを給送する記録 給送手段と、画像形成
手段からの記録シートを 排出する排出部と、原稿シートを読み取るための画
像読取手段と、原稿シートを載置する原稿シートトレイと、原稿シートトレイ上の原稿シ
ートを画像読取手段へ給送する原稿 給送手段を備えた画像形成装置において、原稿
シートトレイは、原稿シートを載置可能な状態において、記録シートの排出部からの排出
経路と交差するように配置されるとともに、 記録シートの通過を許
容する開閉可能なカバーを有することを特徴とする。
【００２８】
　本出願に係る第２の発明は、第１の発明において、画像形成前の記録シートが載置され
る第１の記録シート載置手段 、画像形成後の記録シートが載置される第２の記録シート
載置手段 を有し、第１及び第２の記録シート載置手段の間に、前記画像形成手段及び
前記画像読取手段が配設されていることを特徴とする画像形成装置。
【００２９】
　本出願に係る第３の発明は、原稿シートトレイは、前記原稿シートの給送方向に直交す
る方向の回動支軸を中心とし 装置本体の前方に突出して原稿シートを載置可能な
と、前記排出経路から退避した との間で することを特徴とする。
【００３０】
本出願に係る第４の発明は、前記原稿シートトレイは、折り畳み可能であることを特徴と
する。
【００３２】
　本出願に係る第５の発明は バーは、画像読取手段を駆動する駆動手段により開き方
向に動作可能であって、このカバーの動作は、原稿読取時における駆動手段の回転方向と
逆方向の回転によって行われることを特徴とする。
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【００３３】
　本出願に係る第６の発明は、前記画像形成手段は 光体と、感光体に潜像を形成する
ための露光手段と、潜像を現像して現像像とする現像手段と、現像像を記録シートに転写
する転写手段と、転写された現像像を記録シートに定着する定着手段を有することを特徴
とする。
【００３４】
　本出願に係る第 の発明は、前記 記録シート載置手段 前記画像形成手段 の間

に シート分離給送手段が配設され
、前記画像形成手段のシート搬送方向下流に記録シートガイドが配設されていることを特
徴とする。
【００３５】
　本出願に係る第 の発明は、前記記録シートガイド 、記録シートを前記 の記録シ
ート載置手段 装置本体 前方へ 選択的に

える 手段が設けられていることを特徴とする。
【００３６】
　本出願に係る第９の発明は、前記画像読取手段は、 給送手段によって給送さ
れる原稿シートの情報を読み取るイメージセンサを有することを特徴とする。
【００３７】
　本出願に係る第 の発明は、前記画像読取手段の下流に 読取後の原稿シートを載置
する原稿載置手段が配設されていることを特徴とする。
【００３８】
　本出願に係る第１１の発明は、前記画像読取手段 前記装置本体の上 に
、画像形成のための操作部が 設けられていることを特徴とする。
【００３９】
【発明の実施の形態】
［実施形態１］
以下、本発明の一実施の形態を図面に基づき詳述する。
【００４０】
図１～３は本発明に係るシート搬送装置としてのファクシミリ装置を例にとって説明する
ものである。
【００４１】
図１～図３において、１は装置本体、２はカートリッジカバーであるとともにフェースダ
ウン記録紙を複数枚積載することができるように構成された排紙トレイ、３は原稿Ｓの画
像情報を読み取る画像読取部、４はレーザビームプリンタからなる記録装置本体、５は原
稿搬送部、６は原稿押圧部、７は密着型イメージセンサ、８は原稿排紙ガイド、９はレー
ザスキャナ、１０は画像形成部（画像形成手段）、１１は記録給紙部、１２は記録紙搬送
路切換えフラッパ、１３は上原稿ガイド、１４は下原稿ガイド、１５は操作部、１６は表
示部、１７は搬送ローラである。
【００４２】
画像読取部３は、先ず折りたたみ可能な原稿載置台１８上に積載された原稿（シート）Ｓ
を摩擦片１９と圧接する分離ローラ２０で１枚ずつ分離して給送し、次いで、その分離さ
れた原稿を押圧バネにより押圧された給紙コロ２１及び該給紙コロ２１に圧接する給紙ロ
ーラ２２等で密着型イメージセンサ７に搬送し、その原稿を原稿押圧部６で密着型イメー
ジセンサ７に押圧して密着させ、原稿Ｓの画像情報を密着型イメージセンサ７で読み取っ
た後、原稿Ｓを押圧バネにより押圧された排紙コロ２３及び該排紙コロ２３に圧接する排
紙ローラ２４によって原稿排紙ガイド８に排出するようになっている。尚、この間、原稿
Ｓは、上原稿ガイド１３と下原稿ガイド１４によりガイドされる。
【００４３】
下原稿ガイド１４には、原稿Ｓの搬送方向と直角方向（原稿Ｓの幅方向）にスライド可能
なスライダ２５が設けられている。そして、そのスライダ２５によって手前側に広げられ
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た原稿載置台１８上に積載された原稿Ｓの両サイズを揃えることができるようになってい
る。
【００４４】
記録装置本体４は、制御部３０１（図５参照）から出力される画像信号に基づいてレーザ
スキャナ９のレーザビーム発信器から変調信号を射出し、この変調ビームをポリゴンミラ
ー９ｂによって画像形成部１０の感光ドラム１０ａに走査光として照射し、感光ドラム１
０ａ表面に画像情報を形成する。
【００４５】
画像形成部１０の感光ドラム１０ａ周辺部には、転写帯電器１０ｆが配置されている。ま
た、感光ドラム１０ａよりも下流側の記録紙搬送経路には、熱定着器１０ｇ、排紙ローラ
対１０ｈ及びフェースダウン用排紙ローラ対を成すシート搬送装置Ｌのゴムローラ５２、
ピンチコロ５４が配置されている。
【００４６】
記録紙Ｐは、転写帯電器１０ｆで感光ドラム１０ａ表面に形成されたトナー像が転写され
た後、搬送ガイド２７に沿って搬送され、熱定着器１０ｇでトナー像を定着されて、その
後、排紙ローラ対１０ｈに送られる。
【００４７】
感光ドラム１０ａは、一次帯電器と現像剤ローラ１０ｃとクリーニングブレード（図示し
ない）とともに記録カートリッジ１０ｅ内に一体に組み込まれていて、装置本体１に対し
て着脱自在に構成されている。そして、感光ドラム１０ａは、その表面が一次帯電器によ
り均一に帯電され、その表面にポリゴンミラー９ｂから送られる走査光が折り返しミラー
９ｃを介して照射されると、その表面に潜像が形成され、その潜像が現像ローラ１０ｃか
ら供給されるトナーによって顕画化されるようになっている。
【００４８】
　ユーザは、２つの記録紙Ｐの出力様式（いわゆる、フェースダウン排紙とフェースアッ
プ排紙）のうちいずれかを選択することができる。ここで、フェースダウン排紙とは、原
稿の印字面を下方にして、出力ページ順が揃うように排紙する様式をいう。また、フェー
スアップ排紙とは、印字面を上方にして、出力した内容を排紙中にも確認できるようにし
た様式をいう。その両方式の切換えは、記録紙搬送路切換えフラッパ１２を動かし、搬送
経路を えることにより行なわれる。フラッパ１２は、ソレノイド等により駆動され、
どちらの状態にあるかを検知する （図示しない）により排紙方向を知ることができ
る。
【００４９】
図１は、フェースダウン排紙の状態を示している。フラッパ１２で上方に向きを変えられ
た記録紙Ｐは、フェースダウンガイド５６に沿ってガイドされ、フェースダウン用排紙ロ
ーラ対を成すローラゴム５２、ピンチコロ５４によりフェースダウン記録紙排紙トレイ２
に排出させられる。
【００５０】
　ユーザがフェースアップ排紙を希望する場合には、切換えスイッチ（図示しない）を切
換えることにより、ソレノイド（図示しない）を駆動してフラッパ１２を反時計方向に回
動してその向きを変え、ガイド５６を通すことなく装置前面側にシートを排出する。フラ
ッパ１２の位置はポジション （図示しない）によって装置は認識している。
【００５１】
原稿載置台１８は図１に示すように、下原稿ガイド１４の手前に回動中心１８Ａをもつ折
りたたみ式の部材であり、通常は装置上方に設けられた操作部１５の上に覆いかぶさるよ
うに構成されている。このため、装置がコンパクトになり、スペースの有効利用が実現さ
れる。また、操作部１５にある１０キー、ワンタッチ送信キー、等プリンタとして装置が
利用されるときには、不要なボタン類の上に覆いかぶさるため、ユーザにとって使いやす
いものになるという効果がある。ユーザが、ファクシミリ送信を行ないたいときには、図
２に示すように原稿載置台１８を手前に開いて原稿Ｓを載せる。
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【００５２】
また、原稿載置台１８を開いた状態で、ファクシミリ受信やプリンタ命令を受けたときに
はそのままフェースダウン排紙をしてしまうと出口をふさがれてしまい、紙づまりをおこ
してしまうのを防止するために、原稿載置台の回動中心付近にもう一枚回動する蓋２６が
設けられている（図４）。蓋２６の回動は読取部３を駆動するモータ（図示しない）によ
って行なわれ、途中の駆動列にすべりクラッチ機構（図示しない）をはさんでいる。この
ためユーザは任意に蓋２６を手動で開閉が可能になっている。
【００５３】
また原稿載置台１８と蓋２６の開閉状態をそれぞれ検知するセンサ（図示しない）を備え
ており、本体はその開閉状態に応じて記録動作を制御することができる。
【００５４】
例えば、図１の様に原稿載置台１８が閉じられた状態であれば、記録されたシートＰは排
紙トレー２にフェースダウン排紙ができる。
【００５５】
　図２の様に原稿載置台１８が開かれていて、蓋２６ おり、かつ原稿Ｓが載って
いる場合には、フェースダウン排紙ができないため、ソレノイドを駆動してフラッパ１２
をフェースアップ排紙側に切換えて出力を行なう。原稿Ｓの有／無は読取部３に設けられ
た原稿センサ（ＤＳセンサ）によって検知を行なう（図示しない）。
【００５６】
上記で原稿Ｓが無い場合には、読取モータの回転により蓋２６を操作部１５方向に回動し
てシートＰの排出口を形成することができる（図３、４）。蓋２６が操作部１５側に回動
したことをセンサが検知した後に、記録動作を開始、フェースアップ排紙を行なう。
【００５７】
排紙後、ファクシミリ送信を行ないたいユーザは排紙されたシートＰを本体より抜いた後
に蓋２６を元に戻し、原稿Ｓを置く。
【００５８】
このことより、排出された記録シートが積極的にユーザによって抜かれるために、放置さ
れたままになるという様なことがおこりづらくなり、情報伝達が遅れることを防止できる
という効果もある。
【００５９】
本実施の形態では蓋２６の駆動は読取モータの逆回転によって行なったが、もちろんこれ
以外の手段でもよい。また、フラッパの駆動はソレノイドにより行なったがこれに限定さ
れることもない。
【００６０】
以下にシート搬送装置としてのファクシミリ装置を説明する。尚、シート搬送装置Ｌの部
分における構成及び作用については前述した通りなので、図中符号を付して、その説明は
省略する。
【００６１】
図１において、記録給紙部１１に積載された記録紙Ｐは中板押圧バネ３８により中板３６
が回動させられることによって分離ローラ６０に圧接され、分離パッド７３によって１枚
ずつ分離され（摩擦分離方式）、搬送ローラ１７によって搬送される。
【００６２】
さらに、給送中の記録紙Ｐは、レジストセンサ（図示しない）により、先端位置を検知さ
れ、感光ドラム１０ａに形成されたトナー像の先端と記録紙Ｐの先端が一致するように給
紙と画像出力のタイミングを合わされた後、転写帯電器１０ｆと感光ドラム１０ａとの間
に搬送される。画像は、積載された記録紙Ｐの上面側に記録される。
【００６３】
また、記録紙Ｐは、記録紙サイズに合わせて移動可能に装置されたスライダ（図示しない
）により側端面を規制され、斜行や不送りが発生しないようになっている。記録紙積載可
能枚数は、約１００枚であり、装置本体１の後方に差し込むように構成されている。
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【００６４】
装置本体１は、排紙トレイでもあるカートリッジカバー２が開閉可能に設けられていて、
該カートリッジカバー２を開くことによって、記録カートリッジ１０ｅを外に引き出して
交換できるようになっている。
【００６５】
また、この実施の形態に係るファクシミリ装置は、カートリッジカバー２にインターロッ
ク機構が備わっており、カートリッジカバー２が開いているか又は記録カートリッジ１０
ｅが装置本体１にセットされていない場合、記録装置本体４が動作しないようになってい
る。
【００６６】
また、記録カートリッジ１０ｅに設けたドラム感光防止シャッター（図示しない）は、記
録カートリッジ１０ｅの装置本体１へのセットと連動するようになっており、カートリッ
ジカバー２を開き、記録カートリッジ１０ｅを装置本体１にセットした時に開く一方、記
録カートリッジ１０ｅを装置本体１から取り出した時に閉じ、感光ドラム１０ａの不必要
な感光を防止するようになっている。
【００６７】
また、記録中にジャムが発生した場合、カートリッジカバー２を開けることによって、装
置本体１の内部に滞留している記録紙Ｐを取り出すことができるようになっている。
【００６８】
密着型イメージセンサ７は、光源としてのＬＥＤアレイから原稿Ｓの画像情報面に光を照
射し、画像情報面から反射された反射光をセルフォクスレンズ（商標）でセンサ素子に結
像して、画像情報を読み取るものである。
【００６９】
図５は、本発明におけるレーザビームプリンタを使用したファクシミリ装置の制御系３０
０のブロック図である。
【００７０】
図において、３０１は、ファクシミリ装置全体を制御するＣＰＵである。このＣＰＵ３０
１は、ＭＰＵ，ＭＰＵの制御プログラム等を格納するＲＯＭ、各種データ処理のワークエ
リアや画像情報の一時的記憶部として使用されるＲＡＭ、画像の変倍や解像度変換等を行
なう画像処理部等により構成されている。
【００７１】
また、ＣＰＵ３０１には、公知の構成からなるカレンダ、時計機能などが備えられ、ＲＡ
Ｍのうちワンタッチキー宛先情報やソフトウェアスイッチ情報等の重要なシステム設定情
報を格納する領域がバッテリーバックアップによって停電等の不慮の障害から保護されて
いる。ファクシミリ装置の制御系は、上述のＣＰＵ３０１の以下の各要素３０２～３１０
をインタフェースを通じて結合した構成をとるものである。
【００７２】
操作部３０２は、テンキー、ファンクションキー、ワンタッチキー、スタートキー、スト
ップキー等の各種キースイッチ等からなる。
【００７３】
表示部３０３は、各種メッセージの表示を行なうＬＣＤ、送信モード等の表示を行なう各
種ＬＥＤ等からなる。
【００７４】
読取部３０４は、読取りモータ等の駆動部、画像の読み取りを行なう読取りセンサ、読み
取った画像のシェーディングや２値化を行なう画像処理部、原稿検知等を行なう各種セン
サ等からなる。
【００７５】
記録部３０５は、記録モータの駆動部、レーザスキャナや電子写真プロセスの制御等を行
なう記録ユニット、記録する画像のスムージング等を行なう画像処理部、記録紙等の検知
を行なう各種センサからなる。

10

20

30

40

50

(9) JP 4006059 B2 2007.11.14



【００７６】
発呼、着呼、画像データの符号化等を行なう通信制御部３０６は、ＭＯＤＥＭ，ＮＣＵ等
からなる接続部を持ち、接続部には通信網３０７が接続される。
【００７７】
ＣＰＵ外部インターフェイス３０９は、ＣＰＵ３０１から直接データの送受信を行なうイ
ンターフェイスであり、例えば、ＲＳ２３２Ｃ，ＳＣＳＩ，ＬＡＮ等の回線を通じて装置
外部のコンピュータと接続することで、装置を外部のコンピュータのスキャナプリンタ等
として使用する。
【００７８】
ＨＤＤ３１０は、大容量の不揮発性メモリとして画像情報等の保存に使用される。
【００７９】
次に、レーザビームプリンタの基本動作を観念図である図６を用いて説明する。
【００８０】
図６において、４００は記録する画像データに対してレーザ光を点滅する半導体レーザ、
４０１はポリゴンモータ、４０２はポリゴンモータ４０１により回転するポリゴンミラー
、４０３は結像や倒れ補正等を行なう光学系、４０４はフォトディテクタ、４０５は折り
返しミラー、４０６は感光ドラム、４０７は現像器、Ｐは記録シート、４０９は搬送ガイ
ド、４１０は定着器である。
【００８１】
以上の構成において、まず、半導体レーザ４００から発射されたレーザ光は、ポリゴンミ
ラー４０２で反射されることにより偏向され、光学系４０３、折り返しミラー４０５を介
して感光ドラム４０６上に照射される（主走査）。このときフォトディテクタ４０４によ
り頭出しされ、照射位置が決定される。この主走査が１ライン分終了する間に、感光ドラ
ム４０６が１ライン分回転する（副走査）。
【００８２】
以上のようにして、感光ドラム４０６上に結像された画像は、現像器４０７により現像さ
れ、記録シートＰ上に転写される。記録シートＰは、搬送ガイド４０９に沿って搬送され
、定着器４１０で定着された後、装置本体１の外部に排出される。
【００８３】
尚、上述の感光ドラム４０６、現像器４０７、定着器４１０等の副走査系の要素は、図示
しない記録モータ、ギア、ベルト等によって、同期して駆動されている。
【００８４】
このようにファクシミリ装置の記録排紙トレイと原稿給紙トレイを紙パス面で交差させた
ことにより、省スペースとなるため装置の小型化を図ることができる。
【００８５】
また、上記実施の形態において、画像記録部をレーザビームプリンタを例に採って説明し
たが、カットシートを使用するものであれば、他の電子写真方式、熱転写式やインクジェ
ット式のシート搬送装置にも適用可能である。
【００８６】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によれば、画像形成後の記録シートの排出経路 原稿読取
のための原稿シートの給送経路を交差させることにより、装置の大きさを小さくすること
ができる。
【００８７】
また、原稿読取手段へ原稿シートを給送するための原稿シートトレイを折りたたみ可能で
あることにより、さらに装置の大きさを小さくすることができるとともに、原稿読取手段
上部の操作部の上を覆い、プリンターとして使う際に、不必要なボタン類がかくれるため
、ユーザの使い勝手が良い。
【００８８】
　また、原稿シートトレイ中に開閉可能なカバーを設けることにより、原稿シートトレイ
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と



を 状態でもフェースダウン排紙が可能になり、ユーザの選択の幅が広がる。
【００８９】
また、原稿シートトレイに原稿シートが載った状態のときは、記録シートの排出経路を切
換えてフェースアップ排紙を行なうことにより、シート出力を迅速に行なうことができる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係る画像形成装置の断面図。
【図２】本発明の一実施形態に係る画像形成装置のシート搬送の動作説明図。
【図３】本発明の一実施形態に係る画像形成装置のシート搬送の動作説明図。
【図４】本発明の一実施形態に係る画像形成装置の原稿給紙トレイの外観斜視図。
【図５】本発明の一実施形態に係る画像形成装置の制御系のブロック図。
【図６】本発明の一実施形態に係る画像形成装置のプリント動作を説明する概念図。
【図７】従来のファクシミリ装置の説明図。
【符号の説明】
１…装置本体
２、１１…記録シート載置手段
３…画像読取手段
７…イメージセンサ
１０…画像形成手段
１０ａ…感光体
１０ｃ…現像手段
１０ｆ…転写手段
１０ｇ…定着手段
１２…記録シート搬送路切換え手段
１５…操作部
１７…分離給送手段
１８…原稿シートトレイ
２６…カバー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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